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ARIB TR-B34 

 

まえがき 

 

一般社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及

び利用者の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な要

件を「標準規格」として策定している。 

「技術資料」は、国が定める技術規準と民間の任意基準を取りまとめて策定される標準規格を踏

まえて、無線設備、放送設備の適性品質、互換性の確保等を図るため、当該設備に関する測定法、

解説、運用上の留意事項等を具体的に定めたものである。 

 

本技術資料は、制作・取材用リアルタイム IP 映像伝送における品質確保のためのガイドラインに

ついて策定されたもので、策定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く

無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者等の利害関係者の参加

を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

 

本技術資料が、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者、利用者等に積

極的に活用されることを希望する。 
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はじめに 

 

 

近年、ブロードバンドネットワークの普及と符号化技術の進展により、IP ネットワークを使った

映像伝送技術／製品が広く普及している。放送の制作や取材においても、低い通信コストと国内／

海外を問わずあらゆる場所から接続可能という利便性により、IP ネットワークを使って放送素材や

情報カメラ映像等を伝送することが増えている。 

IP ネットワークにはパケットロスやパケットジッタ等の特有の問題がある。一定の映像伝送品質

を確保するためには、IP 映像伝送の特徴を理解した上で適切な対策をとることが必要である。 

本ガイドラインは、用途や目的に応じて最適な IP 映像伝送システムを構築する事を目的として、

リアルタイムで IP 映像伝送を行う場合に特有の問題とその対策について解説し、その対策を有効活

用する方法について記載したものである。 
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